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大津島(平成２6 年 12 月１日現在) 

人口 320 人 (男 136 人 女 184 人) 

高齢化率 75.3％ 

旧年中は、地域コミュニティ推進につきましては、格別のご支援ご協力を賜り厚く御礼を

申し上げます。 

昨今の当地域におきましては、昨年１１月に東京で開催された「アイランダー2014」へ

初めて参加しました。詳細は、今月号の潮流をご覧ください。 

役員の一員として、古城涼太君も参加し、大津島のために色々と頑張ってくれました。今

後の彼の活躍が、楽しみなのは私だけではないと思います。 

本年のコミュニティの活動としましては、５月に鹿野中学校の生徒達が、民泊体験にやっ

てきます。彼らに大津島の素晴らしい魅力を、体感して戴ければと思っております。 

今後も皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。皆さまのご健勝と、ご多幸

をお祈り致します。        大津島地区コミュニティ推進協議会 会長 安達 壽富 

「大津島ポテトマラソン」 

 
文＝松本 千恵子 

芋
ち
ゅ
う
た
ら 

島
で
は
サ
ツ
マ
イ

モ
の
こ
と
。
こ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
旗
印

に
い
た
だ
い
た
ポ
テ
ト
マ
ラ
ソ
ン
。
し

か
し
、
島
の
芋
は
こ
こ
近
年
、
島
の
山

を
征
服
し
た
か
の
猪
の
猛
攻
に
島
民

は
防
戦
一
方
、
芋
汁
や
賞
品
の
芋
の
確

保
に
難
儀
し
た
。 

そ
れ
で
も
役
員
の
奔
走
に
よ
り
何

と
か
か
き
集
め
、
当
日
は
お
も
て
な
し

の
心
を
こ
め
た
温
か
い
芋
汁
を
皆
さ

ん
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
お
ら
れ
、
苦

労
も
報
わ
れ
た
思
い
だ
っ
た
ろ
う
ね
。 

 

他
に
も
、
当
日
集
結
し
た
島
ん
ち
ゅ

う
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
自
身
の
寒
さ

よ
り
参
加
者
の
心
配
を
し
な
が
ら
、
沿

道
で
声
援
を
送
っ
て
く
れ
た
島
の
人

達
。
こ
う
し
た
島
の
情
け
に
支
え
ら
れ

て
、
今
年
二
十
五
回
大
会
。
更
な
る
歴

史
に
希
望
を
込
め
て
、
皆
さ
ん
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。 

周南市コミュニティ推進連絡協議会ホームページでも、「潮流」をご覧になれます。 http://gokan-furusato.org/community/community.html 

 

知っちょるかね 

謹んで、新春のお慶びを申し上げます。 
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 皆様にご協力い

ただきました“し

まいるパネル”。東

京の皆さんも、大

津島住民 280 名

の笑顔の写真に、

感嘆の声をあげて

いました。 

◇大好評◇ 

２,３面にて特集 



                             

に
、
聞
き
取
れ
な
い
念
仏
の
様

な
、
ま
じ
な
い
の
様
な
こ
と
を

唱
え
な
が
ら
、
小
さ
な
鉢
盛
め

し
を
供
え
終
わ
っ
て
朝
食
と
な

る
。
特
に
御
馳
走
も
な
く
、
大

き
な
鍋
に
雑
煮
を
腹
一
杯
食
っ

た
の
が
正
月
で
あ
っ
た
。
晴
着

も
無
し
。
お
年
玉
な
ど
無
論
な

し
。
遊
び
は
コ
マ
「
チ
ョ
ン
ガ

ー
」
パ
ッ
チ
コ
、
田
ん
ぼ
の
中

で
の
棒
立
て
も
懐
か
し
い
。
自

作
の
自
慢
の
木
の
橇
（
ソ
リ
）

で
あ
の
急
勾
配
の
坂
を
す
べ
り

降
り
る
ス
リ
ル
。
泥
ま
み
れ
、

服
は
破
れ
、
親
に
叱
ら
れ
、
危

険
極
ま
る
遊
び
を
思
い
出
す
。

後
期
高
齢
の
己
の
気
力
・
体
力

に
似
て
止
め
る
す
べ
も
な
く
、

ス
ベ
リ
落
ち
て
い
く
。 

文＝屋野 廣志 

「島の正月」 

 

め
で
た
く
も
有
り
、
め
で
た
く

も
無
し
、
私
達
が
小
学
低
学
年
の

頃
は
日
用
生
活
で
必
要
な
米
麦
、

塩
、
酢
な
ど
年
間
を
通
し
て
通
帳

な
る
も
の
で
店
屋
か
ら
求
め
る

事
が
出
来
た
。
支
払
方
法
は
有
る

時
払
い
と
、
盆
と
大
晦
日
が
精
算

の
時
の
様
で
あ
っ
た
。
赤
貧
船
乗

り
稼
業
の
我
が
家
の
そ
の
支
払

決
算
は
如
何
な
も
の
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
子
供
な
が
ら
元
旦
の

朝
食
に
は
そ
の
様
な
思
い
が
し

た
。
無
言
で
静
か
な
厳
粛
と
云
え

ば
美
し
い
が
、
貧
し
さ
が
故
の
宿

命
的
な
暗
黙
の
内
の
反
省
か
、
祖

母
は
正
月
の
三
が
日
間
は
、
そ
こ

に
居
合
わ
せ
な
い
家
族
全
員
に

陰
膳
と
し
て
少
量
の
め
し
を
盛

り
並
べ
、
神
棚
、
仏
壇
、
か
ま
ど 

の
上
、
井
戸
端
等
々
の
数
ヵ
所

に
、 

福
寿
草 

海 

 

福
寿
草
は
、
正
月
用
の
鉢
植
と
し

て
栽
培
さ
れ
、
可
憐
な
黄
色
い
花
を

寒
さ
に
耐
え
て
咲
か
せ
る
様
子
に
パ

ワ
ー
を
も
ら
う
事
が
で
き
ま
す
。 

 

達
磨 

 

何
回
転
ん
で
も
起
き
上
が
る
達
磨

さ
ん
。
元
々
何
も
な
い
ん
だ
か
ら
心

く
じ
け
ず
ま
た
勇
気
を
出
し
て
や
り

直
せ
ば
い
い
よ
！
今
年
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

文＝末兼正純 

【吉田松陰】 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
ヒ
ー
ロ
ー
・
吉
田
松
陰
は
、
大
津
島

で
一
夜
を
明
か
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

以
下
、
松
陰
自
身
が
記
し
た
日
記
に
よ
る
。 

 
 

一
八
五
三
年
（
嘉
永
六
年
）
一
月
二
六
日
早
朝
六
時
、
二
二

歳
の
松
陰
は
萩
を
後
に
す
る
。
藩
の
建
前
は
罪
を
咎
め
て
の
追

放
だ
が
、
本
心
は
諸
国
を
遊
学
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。 

 

松
陰
は
萩
往
還
十
三
里
余
を
一
気
に
踏
破
し
て
夕
刻
三
田
尻

に
入
る
。
そ
し
て
東
海
船
と
呼
ば
れ
た
大
阪
行
き
の
乗
合
船
を

探
す
が
便
に
恵
ま
れ
ず
、
や
っ
と
富
海
か
ら
船
出
し
た
の
は
二

月
一
日
午
前
十
時
で
あ
っ
た
。
舟
子
は
三
人
、
相
客
は
商
人
二

人
と
百
姓
六
人
、
そ
の
う
ち
四
人
は
老
婆
と
記
し
て
い
る
。 

 
 

と
こ
ろ
が
進
む
こ
と
二
里
、
海
が
大
荒
れ
に
な
り
、
午
後
遅

く
よ
う
や
く
近
江
の
入
り
江
に
辿
り
着
い
て
難
を
避
け
る
。 

 

そ
の
夜
、
に
わ
か
に
大
勢
の
叫
び
声
や
鉦
の
音
が
す
る
。
覗

い
て
み
る
と
九
曜
紋
の
幔
幕
を
め
ぐ
ら
せ
た
「
艪
、
ム
カ
デ
の

足
の
如
き
関
舟
」
が
東
か
ら
二
隻
近
づ
い
て
く
る
。
肥
後
細
川

藩
の
船
で
、
察
す
る
に
藩
主
の
御
座
船
で
あ
る
。 

 

関
舟
と
は
四
二
～
八
十
挺
の
櫓
を
備
え
た
大
型
の
早
舟
で
あ

る
。
外
夷
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
今
、
長
州
藩
に
は
こ
れ

だ
け
の
船
す
ら
な
い
、
と
松
陰
は
悲
憤
し
て
い
る
。 

 

細
川
藩
の
船
も
荒
天
を
避
け
て
き
た
も
の
で
、
と
も
に
一
夜

を
明
か
し
て
い
る
。
翌
日
は
天
候
が
回
復
し
、
松
陰
は
順
調
に

船
旅
を
続
け
、
二
月
十
日
に
大
阪
に
到
着
し
て
い
る
。 

 
 

そ
し
て
そ
の
四
ヶ
月
後
に
、
松
陰
は
ペ
リ
ー
の
黒
船
を
浦
賀

へ
見
に
行
く
。
そ
の
こ
と
が
松
陰
の
運
命
を
決
定
づ
け
る
。 

京都大学付属図書館蔵 

の街道・十五 



                         
 

アイランダー2014 を観て      末兼正純 
 
 祭典２日目の夕方、終了の１時間足らず前に会
場に着きました。予想を超えた活況で、もっと余
裕を持って来るべきだったと思いました。 
 フェア全体は、その賑わいから見て成功、つま
り出展した価値は充分あったと思います。コンク
リートジャングルの住人達にとって”島”は魅力
的なのでしょう。  

大津島の展示は、よく頑張ったと思います。特
に”しまいる”はアピールする力のあるアイデア
でした。   
 出展は費用もマンパワーもかかるものですが、
その不足を克服した皆さんの熱意と努力に敬意を
表します。 
 パネルやポスターをもっと大きく、情報を重点
化すべき、ブースが狭い等々、改善点はあります
が、これらを活かせば次回はもっと素晴らしいも
のになるでしょう。 

十
一
月
二
十
二
日
～
二
十
三

日
に
、
東
京-

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
に
て
開
催
さ
れ
た
「
ア
イ
ラ

ン
ダ
ー
２
０
１
４
」
に
、
大
津

島
が
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
万
四
千
人
が
来
場

し
、
そ
の
う
ち
七
百
人
が
大
津

島
ブ
ー
ス
の
見
学
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

今
年
の
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
に

は
、
全
国
百
八
十
の
離
島
が
集

ま
り
、
七
十
九
ブ
ー
ス
に
分
か

れ
出
展
し
ま
し
た
。
山
口
県
か

ら
は
、
萩
諸
島
、
周
防
大
島
、

大
津
島
、
祝
島
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 
 

 

今
月
号
の
潮
流
で
は
、
特
集

を
組
み
、
当
日
の
様
子
や
参
加

し
た
メ
ン
バ
ー
の
コ
メ
ン
ト
、

今
後
の
展
望
な
ど
を
、
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 

 大津島のステージ発表。１５分間の中で、大津島の説明、

プロモーションビデオの上映を行いました。最後に、島の特

産品（しまのわ宿泊券・サツマイモ・ウニ瓶・ポロシャツ・

若潮の会てぬぐい）が当たる、じゃんけん大会を開催し、2

日間で 100 名近いお客さんが参加して下さいました。 

 サツマイモ・みかん・すだいだ

い・小麦を販売しました。初めて

見る “すだいだい”に東京の皆

さんは、興味深々でした。 

 離島の若者同士の出会

いや交流する時間は、新し

いアイディアや刺激をも

らいました。 

奥行２ｍ×間口３ｍの

広さに、大人６人が入っ

て、大津島の紹介や特産

品の販売などを行いまし

た。豆茶の無料試飲も行

いました。皆さん「美味

しい！」と驚かれていま

した。 

 来場者には、パネルやパ

ンフレットを使い説明を

しました。また大津島に関

するアンケートも実施。 

 

●アイランダーとは！？ 

 全国の離島が、年に一度東

京に集まり、それぞれの島の

魅力や定住促進、観光情報な

どの情報発信や、島民同士の

交流を行うイベントです。 

 

 新大津島ポスター。島

内では、ふれあいセンタ

ーで掲示中。 

 また、只今１月末まで、

徳山駅ビル２Ｆ 市民交

流センターにて、アイラ

ンダーパネル展示中。 



 
 

 
 

～事務局からのお知らせ～ 

 

  

 

 

◇交通安全協会便り◇ 

文＝大友 あゆみ 

移動図書館＜やまびこ号 Jr.＞ 

１月２3 日（金） ２月 13 日（金） 

●馬島巡航待合所  11：30～12：00 

●刈尾巡航待合所  12：20～12：50 

古城 涼太（馬島出身） 

アイランダーに行って、島=大津島く

らいしか自分の中にはなかったので全

国にはこんなにたくさん島があるのだ

と驚きました。そして、大津島に似て

いる島もあれば、人口が大津島より少

ない島もある。そんなところでも若い

人が島の将来を考えていたり、おじい

さんやおばあさんが特産品を作って頑

張っていたり、島のことを強く想う人

もたくさんいることに驚きました。 

アイランダーのような定住促進イベ

ントに参加して、それこそ 1 人でも人

口が増えたらその価値はとても大きな

ものだと思いました。 

 

大津島の最新情報 更新中！！ 

http://shunan-inaka.jugem.jp/ 

◆発行 
第２41 号－平成２7 年１月１日－大津島地区コミュニティ推進協議会  
事務局 大津島支所 周南市大字大津島１３６１－４℡ ０８３４（８５）２００１ 
  

六郎万 淳一（刈尾勤務） 

アイランダーの目的は、全国の島々

を紹介するブースにたくさんお客様に

きてもらうことです。初参加の大津島

の目的は、関東の皆さんに知ってもら

うことです。目標としては、アンケー

トを５００枚もらうこと、終了後に支

所に問い合わせがくること、出展者と

の交流を図ることでした。のほほんと

過ごしてもらうことが、いずれ定住に

つながることを期待しての取組みで

す。みんなでアイディアを出し合い、

これからも発信していきましょう。 

國兼 裕司（周南市ふるさと振興財団 職員） 

外部からのアドバイザーということ

で、微力ながら、大津島のみなさんの

お手伝いが出来ればと、参加させてい

ただきました。個人的には、アイラン

ダーを通じて、大津島のことを深く知

ることができ、会議や準備を行う中で、

役員の皆さんと密な時間を過ごせたこ

とが、一番の収穫でした。今回限りで

はなく、続けてお手伝いが出来ればと

考えていますので、今後とも、よろし

くお願いします。 

渡邊 あゆ子（馬島在住） 

今回のアイランダーでの最大の成果

は、「しまいるパネル」という、島民全

員約２８０人の写真を撮ったパネル

を、東京に持って行ったことです。 

「え？これだけしかいないの？」パ

ネルを見たお客さんの反応のほとんど

はそうでした。でも、中には「皆さん

いい顔してるね」という意見もありま

した。私も本当にそう思います。 

 そんな中、相島という島民 177 人

しかいない島で、山口県内の半分以上

のスイカを生産しているということを

知りました。 

「これだけしかいない」のではなく、

大津島には笑顔の花が「まだこんなに

ある」。そう思えた事が、私にとって、

未来への大切な「おみやげ」となった

のです。 

アイランダー 
参加報告会 

 

大友 翔太（本浦在住） 
 ４年前、大津島に移住した当初は、
アイランダーに参加するのは、夢のよ
うな話でした。しかし、今回島民の皆
様をはじめ、５人の素晴らしい仲間に
支えられ、無事やりきることができま
した。今回の大きな成果は、１万４千
人の方が、“大津島”と言う名を覚え
て帰って下さったことだと思います。  
皆様のご協力に心より感謝してお

ります。ありがとうございました。 
 

石田 信行（本浦在住） 

アイランダー2014 には、全国から

79 島が参加し、島の情報発信や定住

促進、特産品の紹介や販売等を行いま

した。 

大津島のブースには、初参加という

事で注目を集めたのか、多数の来場者

があり、５００枚を目標にしていたア

ンケートを、早々と達成することがで

きました。 

対応に忙殺されて「しまいるプロジ

ェクト」や居住体験「しまのわ」・「し

まのくらし」等のパネルについての説

明や相談に十分な時間をかけられず少

し残念でしたが、今回の参加で大津島

をしっかりＰＲすることが出来たと思

います。 

次回発行日  

平成２７年 ３月１日―第２４２号 

馬島地区が、古城隆夫さんから渡辺あゆ子 

になりました。よろしくお願いします。 

 

本浦        ／ 河嶋 芳隆 

近江・瀬戸浜    ／ 武田 頼子 

刈尾        ／ 石田 久子 

天浦・柳浦・馬島１ ／ 安達 暁 

馬島２・３・４・５ ／ 渡辺あゆ子 

島 

春 

桜 

◆◇建国記念日奉祝行事◇◆ 

 アイランダー2014 
参加報告会 

 開催!! 
平成 27 年 

2 月 11 日（水） 

カーブミラー清掃実施 

１０月３１日(木)、交通安全協会 大津島

支部のメンバー９名で、島内のカーブミラー

４２枚の清掃と、ミラーの破損・腐食箇所等

の調査活動を行いました。この調査結果をも

とに、ミラーの交換・新設要望を市役所担当

課に提出しました。綺麗になったカーブミラ

ーを見て、改めて交通安全に対する意識が高

まった一日でした。参加して下さった皆さ

ま、ありがとうございました。 

 

◇社会福祉協議会便り◇ 

周南市連合老人クラブより 

睦会 安達 良子さんが 

「高齢者栄誉賞」の表彰を受け

ました。おめでとうございます。 

編集後記 もうすっかり冬。暖かくするのは勿論ですが、“こたつ”で

の長時間の睡眠は、発汗や乾燥が原因で、風邪やインフルエンザになり

かねません。気を付けましょう。僕も気を付けます(笑)  大友 翔太 

 

 

◆友人と再会。萩 相島の坂倉さん。
二人は、２０代の頃からの友人。 

◆あゆ子さんのイラストと涼太君で、
大津島の宣伝は、バッチリ！ 


